










各種腎疾患に基ずく保存期腎不全児を中心にクエン酸代謝について検討した。対象は,慢性

腎不全児16例で原疾患により3群(糸球体腎炎6例,低形成腎7例,逆流性腎症3例)に分け

検討した。腎炎群で,U.Cit/Creat,FE_Citrate,1 日排泄量の低下がみられ,低形成腎群で

FE_Citrate の増加が認められた。対象とした腎炎群と低形成腎症群は,同程度の腎機能を

示しており,両群の尿中クエン酸排泄の相違は,糸球体での濾過量の違いではなく,尿細管

での代謝の相違と考えられた。 


